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篠原欣子記念財団様に出会えてコミュニケーションやマナーなど、人として輝ける要
素を養うことが出来ました。そして、沢山の思い出と仲間に出会うことができました。
春からは保育園で働きますが、身についたことや学んだことを忘れることなく、子ど
もや保護者のために、日々精進してまいります。
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奨学生となって4年間、ここで出会えたメンバーや交流を
通して自分の見ている視野が大きくなったなと感じます。
また、マナーや礼儀なども研修を通して学ぶことが出来ま
した。卒業生となっても色々な活動をしたことを思い出し
ながら仕事に励みたいと思います。
ありがとうございました。
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今まで支えてくださり、本当にありがとうございます。篠原欣子記念財団様が
支援して下さったおかげで、中学生から夢だった保育士、幼稚園教諭の資格・
免許を取得することができました。
また、ビジネスマナー研修など、さまざまな研修を企画してくださり、ありが
とうございます。研修ではコミュニケーション力などたくさんのことを学ぶこ
とが出来ました。
4月から社会人になるので、この経験を活かしていきたいと思います。
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卒業を祝う会の最中、時折、奨学生となった4年前の式典の時のことを思い出していました。
あの時の私は緊張のあまり俯いてばかりいましたが、今の私は初対面の方にも積極的に話しかけ、
会話を楽しむまでになりました。
式典・懇親会が終わって帰路についたころ、急に寂しさがこみ上げてきました。篠原欣子記念財
団は、私にとって心の支えでした。研修を通して奨学生同士で切磋琢磨し合った時間は、かけが
えのない宝物です。直接の恩返しは叶わないかもしれませんが、子どもたちの前で輝き、子ども
たちの豊かな成長を願い支援できる保育士となって社会に貢献し、恩返しをしてまいります。
4年間ご支援いただき、誠にありがとうございました。

6 卒業を祝う会で、これまで研修で出会った方々にまた会えたことを嬉しく感じたと同時
に、私が知らないだけで沢山の同じ卒業生がいることに驚きました。
初めて会う方々とは、食事やグループ対抗ゲーム等を通じて参加した研修や進路、大学
生活のこと等、沢山のお話をする機会があり、最後にこんなにもさまざまな福祉を志す
奨学生と交流ができたことがとても貴重な経験となったと感じました。
新社会人となることを自覚し、人に支えられるだけでなく相手を支えることのできる存
在になりたいと強く思いました。
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貴財団の奨学生に採用していただき、セミナーや研修旅行にも参加をさせていただいた２年間、誠
にありがとうございました。いろいろなご縁がありますが、終わりに際し振り返ってみると、日常
では得られなかった様々な想いや出会いを体験できたことは、これからの生き方の糧となります。
貴財団の奨学生であったことが誇りに感じられることを嬉しく思います。ありがとうございました。
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１年半お世話になりました。いろいろな経験や学びの機会を頂き、素敵な財団の皆さまや奨
学生の方々と交流が出来た事は生涯の学びとなりました。心より感謝申し上げます。
奨学生の方々はとても勤勉で向上心が高く、ジャンルが違えども一生懸命に頑張る姿から私
も頑張ろうと元気や勇気、やる気を貰ったり、様々な視点からの意見などを頂き、本当に刺
激になりました。
財団の皆様、奨学生の方々は、いつもポジティブなエネルギーに満ちていて、一緒に過ごせ
る時間が大好きでした。卒業を祝う会に参加させて頂き、改めて篠原欣子記念財団の皆様が
大好きで、出会えたこと、一緒に過ごせた時間が大切なものとなった事を実感いたしました。
素敵な会をありがとうございました。
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1年半もの間、奨学金だけでなく、研修や他の奨学生と交流する機会を
いただき、人間的にも成長することができました。
財団の皆様からご支援いただきましたこと、たくさんのご縁がありま
したこと、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
私はこれから財団の卒業生として、できることは小さくても、社会や
人の役に立って皆様に恩返しをしていきます。
本当に本当にありがとうございました。

11

7 経済的な面のみにならず、社会人としての内面的な向上、他の奨学生との交
流など、様々な貴重な経験をさせていただき、感謝以外の言葉が見つかりま
せん。
感謝を忘れず、目標を目指してこれからも精進して参りたい所存です。
本当にありがとうございました。

わたしは、篠原欣子記念財団には4年間お世話になりました。しかし、財団が企画されていた研
修には、実習と重なってしまったりなどの理由で結局1度も参加できませんでした。
今回、卒業を祝う会に参加して、これまでの研修に参加できなかったことを残念に思うほど、
志の高い素敵な仲間と話すことができました。３時間のあいだに、自分たちの仕事について、
福祉について、深い議論を交わし、“こんな仲間ともっと早く出会えていればよかった“と少し
後悔もありました。
これから、卒業生も参加できる研修等があるようなので、是非とも参加をし、今からでも仲間
たちと高め合っていきたいと思いました。

４年間本当にお世話になりました。研修を通して多くの
出会いを作っていただき、“進学”という考えに至ったの
もこの財団での出会いがきっかけでした。
私の人生にとても大きな影響をくださいました。本当に
感謝をしております。
昼間の仕事と夜間の学校の両立は大変ではあると思いま
すが、精進して参ります。



12 2年間、本当にありがとうございました。篠原さんの奨学金の話を聞いた時に、こんなに良い話
があるのか、と驚いたのを覚えています。奨学生になるための試験や、研修旅行などすべてが私
の学びに繋がり、またその経験により自信をもつこともできました。ここで出会えた仲間や場所
は本当に宝物のように思います。
篠原欣子さんのエピソードの中に、「私はただやめるのを明日に伸ばしてただけよ」という話が
ありました。続けるということは私自身の課題であり、とても難しいことだと思っています。
私はこれからがスタートだけれど、少しずつ経験を積み重ねていき、いつか私も「続けてきただ
けよ」、と言えるように日々を大切に、諦めずに頑張っていこうと思いました。
素敵な機会を頂き、本当に感謝しています。ありがとうございました。
また皆様とお会いできる日を心待ちにしています。

13 この度は、とても素敵な卒業を祝う会を開いて頂き、本当にありがとうござ
いました。
奨学生の仲間たちや篠原欣子記念財団のみなさまのお話は、どれもためにな
るもの、素敵なものばかりで、これから社会人となる私の励みとなりました。
今回、このような素晴らしい会に参加できたこと、心より感謝申し上げます。
学校やバイトに忙しく、あまり財団のイベントに参加できなかったこと、本
当に後悔していますが、参加したイベントはどれもが私の一部となりこれか
らの支えとなることと思います。
これからも、同じ夢をもつ仲間と過ごした時間を忘れずに、社会人となって
も頑張っていきたいと思います。本当にありがとうございました。

14 卒業を祝う会にて、久しぶりに仲間と会い、語り会えました。最後まで夢を語り合いました。
また、今後の再会とそれまで頑張ることを約束することができました。本当に財団の皆様に
はお世話になりました。私の中では、教師のような存在でもあり、親のような存在でもあり
ました。恩人です。皆様とお別れした時に毎度思うことがあるのです。「私も同じことを誰
かにしよう」と。自分の学んだことや得たものを自分の中で深めながらも、同じ夢を持って
いる人や同じ境遇にある人に半ぶんこします。半ぶんこは、私のモットーです。
またお会い出来る日まで、一生懸命に生きます。ありがとうございました。

15 卒業を祝う会は堅苦しいものをイメージしていましたが、全然違って、とても楽しい思い出に残
る会でした。
なかなか都合が合わず、研修にもあまり参加ができなかったことを本当に後悔しています。
こんな素敵な財団がもっと世の中に広まるといいなと思うくらい、篠原欣子記念財団の奨学生に
なれて良かったです。
本当にありがとうございました！



ご卒業おめでとうございます。

今思い出すのは、保育や福祉について真剣に議論
している、皆さんの頼もしい様子です。
令和の時代に、ひとりひとりが希望とともに、大
きく花を咲かせる姿を、楽しみにしております。
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